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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（以下「当第３四半期」という）におけるわが国経済は、政府による経済対策や金融

政策などにより、雇用情勢の改善傾向が続き、企業業績にはばらつきが見られるものの、全体としては緩やかな景

気回復基調で推移しています。しかしながら、海外においては、米国の金融政策正常化の影響、中国を始めとする

新興国の景気下振れ懸念、原油価格などの下落の影響、地政学的リスクなど、景気の先行きについては、依然とし

て不透明な状況にあります。

このような環境下、当社グループは国内外での販売力の強化に努めるとともに、製造力及び技術力の向上、様々

な工程での無駄の排除及び改善などに取り組んでまいりました。 

その結果、当第３四半期の売上高は前年同期比473百万円減収（4.9％減収）の9,235百万円、営業利益は同185百

万円減益（26.8％減益）の507百万円、経常利益は同211万円減益（29.7％減益）の500百万円、親会社株主に帰属

する四半期純利益は同129百万円減益（28.7％減益）の321百万円となりました。 

セグメントごとの業況は次のとおりです。

［アンチモン事業］

同事業の販売状況につきましては、家電製品向けの販売などが低調であったことから、販売数量は、前年同期比

で減少し、144トン減少（2.9％減少）の4,829トンでありました。

原料であるアンチモン地金の国際相場は、5月初旬まで上げ基調でしたが、その後は主産地である中国での景気

減速により内需が低迷し、市中在庫の増加による売り圧力から、下げ基調に転じ、半年以上にわたる下落が続いた

後、春節を控えたこともあり、12月半ばに漸く底を打ったように見える相場となっています。当第３四半期の平均

価格はトン当たり7,029ドルで、前年同期の9,332ドルに比して、24.7%の大幅な下落となっております。 

その結果、同事業の当第３四半期の売上高は、原料価格下落に伴う販売価格の低下により前年同期比372百万円

減収（6.9％減収）の4,999百万円となりました。セグメント利益は、中国製品の安値販売攻勢などの影響により、

同174百万円減益（84.4％減益）の32百万円となりました。 

［金属粉末事業］

電子部品向け金属粉の販売状況につきましては、やや伸びが衰えてきたものの、好調なスマートフォン関連需要

に支えられ、堅調に推移しました。販売数量は、つくば工場の本格稼働に伴い、野田・つくば両工場の生産性の向

上が寄与し、前年同期比102トン増加（17.9％増加）の673トンとなりました。

粉末冶金向け金属粉につきましては、主用途である自動車部品向けが、第２四半期までは堅調に推移していまし

たが、第３四半期に入り、やや軟調となっており、販売数量は前年同期比12トン減少（0.9％減少）の1,343トンと

なりました。 

全体の販売数量は、前年同期比90トン増加（4.7％増加）の2,016トンでありました。 

主要な原材料である銅価格（国内銅建値）の当第３四半期の平均価格は前年同期比8.7％の下落となっておりま

す。 

その結果、同事業の当第３四半期の売上高は、原料銅価格下落の影響などにより、前年同期比99百万円減収

（2.3％減収）の4,222百万円となりました。セグメント利益は、同5百万円減益（1.1％減益）の454百万円となり

ました。

［その他］

当第３四半期不動産賃貸事業の売上高は14百万円（前年同期比15.3％減収）、セグメント利益は13百万円（前年

同期比16.3％減益）でありました。 

 

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は6,457百万円となり、前連結会計年度末と比べ537百万円減少い

たしました。これは主に受取手形及び売掛金が110百万円、原材料及び貯蔵品が363百万円減少したことによるもの

であります。固定資産は4,085百万円となり前連結会計年度末に比べ28百万円増加いたしました。これは主に有形

固定資産が41百万円増加したこと及び投資その他の資産が8百万円減少したことによるものであります。 

この結果、総資産は、10,543百万円となり、前連結会計年度末と比べ510百万円減少いたしました。 

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は3,689百万円となり、前連結会計年度末と比べ407百万円減少い

たしました。これは主に短期借入金は218百万円増加しましたが、支払手形及び買掛金が225百万円、電子記録債務

が118百万円及び未払法人税等が211百万円減少したことによるものであります。固定負債は1,625百万円となり前

連結会計年度末に比べ273百万円減少いたしました。これは主に長期借入金の減少247百万円によるものでありま

す。 
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この結果、負債合計は、5,314百万円となり、前連結会計年度末と比べ681百万円減少いたしました。 

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は5,228百万円となり、前連結会計年度末と比べ171百万円増加

いたしました。これは主に利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純利益により321百万円増加したこと及び配

当により146百万円減少したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は49.6％（前連結会計年度末は45.8％）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、平成27年11月6日に公表いたしました業績予想からの変更はございませ

ん。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結累計期間より、日銻精礦（上海）商貿有限

公司は重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以降実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間については、

四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

これによって損益に与える影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,380,841 2,462,577 

受取手形及び売掛金 1,927,010 1,816,215 

商品及び製品 1,342,062 1,284,129 

仕掛品 215,462 149,769 

原材料及び貯蔵品 1,028,701 665,016 

その他 107,784 86,005 

貸倒引当金 △6,309 △5,828 

流動資産合計 6,995,551 6,457,884 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,184,763 1,249,208 

機械装置及び運搬具（純額） 832,878 733,163 

土地 1,478,590 1,478,590 

その他（純額） 84,486 161,527 

有形固定資産合計 3,580,719 3,622,490 

無形固定資産 60,053 55,134 

投資その他の資産 415,491 407,389 

固定資産合計 4,056,264 4,085,013 

繰延資産 1,508 375 

資産合計 11,053,325 10,543,273 

 

- 4 -

日本精鉱㈱(5729)平成28年3月期第3四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 814,736 588,953 

電子記録債務 402,099 283,497 

短期借入金 1,873,500 2,092,000 

未払法人税等 239,525 27,765 

賞与引当金 115,149 48,246 

その他 652,158 648,840 

流動負債合計 4,097,169 3,689,301 

固定負債    

社債 18,000 － 

長期借入金 1,444,500 1,196,750 

退職給付に係る負債 313,759 306,914 

資産除去債務 35,220 35,458 

その他 87,387 86,098 

固定負債合計 1,898,868 1,625,222 

負債合計 5,996,037 5,314,524 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,018,126 1,018,126 

資本剰余金 564,725 564,725 

利益剰余金 3,606,284 3,781,041 

自己株式 △147,832 △148,476 

株主資本合計 5,041,303 5,215,417 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,126 48 

為替換算調整勘定 14,857 13,282 

その他の包括利益累計額合計 15,984 13,331 

純資産合計 5,057,287 5,228,749 

負債純資産合計 11,053,325 10,543,273 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 9,709,610 9,235,690 

売上原価 8,347,355 8,030,891 

売上総利益 1,362,254 1,204,798 

販売費及び一般管理費 669,452 697,380 

営業利益 692,801 507,417 

営業外収益    

受取配当金 2,372 2,118 

為替差益 24,390 1,528 

助成金収入 19,600 16,710 

その他 14,653 8,498 

営業外収益合計 61,016 28,855 

営業外費用    

支払利息 29,718 23,794 

その他 12,037 12,197 

営業外費用合計 41,755 35,992 

経常利益 712,062 500,280 

特別利益    

固定資産売却益 241 － 

特別利益合計 241 － 

特別損失    

固定資産除却損 426 6,170 

特別損失合計 426 6,170 

税金等調整前四半期純利益 711,878 494,109 

法人税、住民税及び事業税 242,728 145,737 

法人税等調整額 18,673 27,048 

法人税等合計 261,401 172,785 

四半期純利益 450,476 321,324 

親会社株主に帰属する四半期純利益 450,476 321,324 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 450,476 321,324 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 7,633 △1,077 

為替換算調整勘定 7,618 △1,575 

その他の包括利益合計 15,251 △2,653 

四半期包括利益 465,727 318,671 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 465,727 318,671 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３  
アンチモン

事業 
金属粉末
事業 

計 

売上高              

外部顧客への
売上高 

5,371,456 4,321,534 9,692,990 16,619 9,709,610 － 9,709,610 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－ 31,522 31,522 － 31,522 △31,522 － 

計 5,371,456 4,353,056 9,724,513 16,619 9,741,132 △31,522 9,709,610 

セグメント利益 206,381 459,741 666,123 15,975 682,099 10,702 692,801 

（注）１．上記の報告セグメントに含めていない、不動産賃貸事業であります。

２．セグメント利益の調整額10,702千円はセグメント間取引の消去10,702千円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３  
アンチモン

事業 
金属粉末
事業 

計 

売上高              

外部顧客への
売上高 

4,999,292 4,222,322 9,221,615 14,074 9,235,690 － 9,235,690 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－ 28,123 28,123 － 28,123 △28,123 － 

計 4,999,292 4,250,446 9,249,739 14,074 9,263,813 △28,123 9,235,690 

セグメント利益 32,127 454,734 486,861 13,376 500,238 7,179 507,417 

（注）１．上記の報告セグメントに含めていない、不動産賃貸事業であります。

２．セグメント利益の調整額7,179千円はセグメント間取引の消去7,179千円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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